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発発
達達
障障
害害
をを
知知
るる

み
な
さ
ん
は
、
発
達
障
害
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
こ
の
言
葉
を
見
聞
き
す
る
と
思
い
ま

す
。
実
は
、
発
達
に
遅
れ
や
凸
凹
が
み
ら
れ
る
人
は
、
約
10
人
に
1
人
は

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
達
障
害
は
決
し
て
め
ず
ら
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
達
障
害
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
支

援
を
受
け
、
周
囲
の
理
解
が
あ
れ
ば
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
可
能

性
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

広
報
3
月
号
で
は
、
こ
の
発
達
障
害
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

そそ
のの
人人
らら
しし
ささ

認認
めめ
合合
おお
うう

■
発
達
障
害
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

人
が
成
長
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
『
発
達
』と
い
い

ま
す
。そ
の
発
達
に
遅
れ
や
凸
凹
が
あ
る
た

め
に
社
会
参
加
に
何
ら
か
の
支
障
を
き
た
す

状
態
の
こ
と
を
、発
達
障
害
と
い
い
ま
す
。い

く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、同
じ
タ
イ
プ
で

も
性
格
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
な
ど
に
よ
っ

て
表
れ
方
は
様
々
で
す
。
能
力
の
偏
り
が
あ

る
タ
イ
プ
の
場
合
、あ
る
方
面
で
は
、
優
れ

た
能
力
を
発
揮
す
る
の
に
、
別
の
分
野
は
と

て
も
苦
手
で
す
。一
見
す
る
と
何
で
も
普
通

に
こ
な
せ
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、周
囲
の

人
か
ら
は『
怠
け
て
い
る
』『
態
度
が
悪
い
』

な
ど
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

の
よ
う
に
、見
た
だ
け
で
は
障
害
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ず
ら
い
の
が
発
達
障
害
の
特
徴

で
す
。

文
部
科
学
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
特
別
に

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
、
通
常
学
級
で

学
ぶ
子
ど
も
の
6.3
％
を
占
め
、
全
国
で
約
68

万
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
1
学
年
100
人
3
ク
ラ
ス
の
場
合
、
1
ク

ラ
ス
に
2
人
く
ら
い
は
発
達
障
害
の
子
ど
も

た
ち
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
割
合
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
大
人
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
決
し
て
め

ず
ら
し
い
障
害
で
は
な
い
の
で
す
。

原
因
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
の

器
質
的
、
機
能
的
障
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
生
ま
れ
つ
き
何
ら
か
の
原
因
で

脳
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
心
の
病
気
や
育
て
方
に
よ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

特集



■
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
支
援
体
制

現
在
、
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
特
別

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
学
校
教
育
の
現

場
に
配
置
し
た
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で

の
就
労
支
援
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
制
度
、
行
政

か
ら
の
各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
支
援
や
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
で
は
、
発
達

障
害
者
支
援
の
地
域
拠
点

と
し
て
県
立
こ
こ
ろ
の
発

達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
発
達
障
害
の
方

と
そ
の
家
族
へ
の
専
門
的

な
相
談
や
助
言
、
診
療
な

ど
も
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
発
達
障
害
に

は
、
周
囲
の
理
解
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
る
地
域

支
援
や
、
医
師
や
学
校
の

先
生
な
ど
へ
の
研
修
や
講

習
会
を
開
催
す
る
普
及
活

動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。市

で
は
、
平
成
22
年
6

月
か
ら
市
内
全
域
の
児
童

を
対
象
に
、『
発
達
障

害
・
情
緒
障
害
通
級
指
導

教
室
』（
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
・
ス
マ
イ
ル
）
を
開
設

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
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《特集》発達障害を知る　その人らしさ　認め合おう

■
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
性

平
成
17
年
4
月
よ
り
発
達
障
害
者
支
援
法

に
基
づ
い
た
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、
こ
れ
ま
で

制
度
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
て
、
必
要
な
支

援
が
届
き
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
「
発

達
障
害
」
を
「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障

害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
脳
機
能
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が

通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
」
と

定
義
し
支
援
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

こ
の
対
象
と
な
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害

は
、
下
の
図
で
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
複
数

の
障
害
が
重
な
り
合
っ
て
現
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
発
達
障
害
は
多
様
な
状
態
や
特
性

を
も
つ
症
状
の
ま
と
ま
り
と
言
え
ま
す
。

■
治
療
や
薬
を
飲
め
ば
治
る
の
？

発
達
障
害
は
、
基
本
的
に
薬
を
飲
ん
だ
り

手
術
を
し
た
り
す
れ
ば
治
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
障
害
と
は
、
機
能
の
異
常
だ
け

で
な
く
社
会
的
な
要
因

に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
近
視

の
人
は
遠
く
の
物
に
目

の
焦
点
を
合
わ
せ
る
機

能
が
う
ま
く
働
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
メ
ガ
ネ

を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

遠
く
の
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
の

機
能
の
異
常
は
治
ら
な
く
て
も
メ
ガ
ネ
と
い

う
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
日
常
生
活
が
う
ま
く
送

れ
ま
す
。
こ
れ
と
同
様
に
、
発
達
障
害
の
人

た
ち
も
苦
手
な
こ
と
を
補
う
よ
う
な
何
ら
か

の
支
援
が
あ
れ
ば
社
会
生
活
を
送
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

■
気
づ
き
か
ら
始
ま
る
早
期
支
援

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
言
わ

れ
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ
る
方
は
、
そ
れ
が

苦
手
な
た
め
幼
稚
園
や
小
学
校
、
職
場
な
ど

の
集
団
に
入
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困

難
に
直
面
し
ま
す
。
障
害
が
理
解
さ
れ
、
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
が
さ
れ
な
い
と
、
集
団
生
活

が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
、
う
つ
病
な
ど
の
二
次
障
害
に
つ
な
が
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

発
達
障
害
の
方
が
社
会
に
適
応
す
る
力
を

身
に
つ
け
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
成
長
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
発
達
障
害

に
早
く
気
づ
き
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

●基本的に、言葉の発達の遅れはない
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、
興味・関心のかたより
●不器用（言語発達に比べて）

それぞれの障害の特性

注意欠陥多動性障害ＡＤＨＤ
●不注意（集中できない）
●多動・多弁（じっとしていられない）
●衝動的に行動する
（考えるよりも先に動く）

学習障害ＬＤ
●「読む」、「書く」、「計算する」
等の能力が、全体的な知的発達
に比べて極端に苦手

知的な遅れを
伴うことも
あります

広汎性発達障害

自閉症

アスペルガー症候群

●言葉の発達の遅れ
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、こだ
わり

※次頁には、具体例を掲載しています。

早期発見・早期支援が重要です

（厚生労働省ホームページより抜粋・一部改変）
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近
年
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
（
自
閉
症

や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
）、
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
学
習
障
害

（
Ｌ
Ｄ
）
に
代
表
さ
れ
る
発
達
障
害
に
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
性
を
も
つ
人
た
ち
は
、
幼
児

期
か
ら
社
会
参
加
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
う

ま
く
適
応
で
き
ず
疎
外
さ
れ
や
す
い
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
何
ら
か
の
支

援
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
る
新
規
の
相
談

者
数
は
、
月
平
均
す
る
と
約
40
人
〜
45
人
と

多
く
、
ま
た
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
増

加
の
原
因
は
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
す
べ
て
の
人
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
近
年
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
発
達
障
害
の
人
た
ち

の
苦
手
な
部
分
が
目
立
ち
や
す
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
発
達
障
害
の
特
性
が
顕
著
で
も
比

較
的
う
ま
く
社
会
参
加
で
き
る
人
が
い
る
反

面
、
特
性
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
の
に
社

会
に
適
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
も
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、「
ど
こ
か
ら
が
障
害
」

と
い
う
線
引
き
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
発
達

障
害
の
特
徴
で
す
。

支
援
は
、
心
理
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重

要
で
す
が
、
医
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要

で
す
。
本
人
へ
の
心
理
教
育
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
家
族
や
担
任
教
師
な
ど
周
囲

の
人
た
ち
へ
の
啓
発
も
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。発

達
障
害
は
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
発
達
障
害
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
あ
た
り
ま
え
の

よ
う
に
発
達
障
害
の
人
た
ち
と
と
も
に
生
活

す
る
、
そ
の
よ
う
な
文
化
を
創
っ
て
い
く
こ

と
が
一
番
の
支
援
だ
と
思
い
ま
す
。

《山梨県立こころの発達
総合支援センター》

所長　本田秀夫さん
（発達精神科医師）

◆今回、県内の発達障害支援の中核を
なす県立こころの発達総合支援セン
ター所長の本田秀夫さんと相談員の
宮沢久江さんにお話を伺いました。

Ａちゃんの例　　急に予定が変わったり、初めて
の場所に行ったりするのが不安になり動けなくな
ることがよくあります。そんな時、周りの人が促
すと余計に不安が高まって突然大きな声を出して
しまうことがあります。周りの人から、「どうして
そんなに不安になるのかわからないので、何をし
てあげたらよいかわからない」と言われてしま
います。でも、よく知っている場所では一
生懸命活動に取り組むことが出来ます。

Ｂくんの例　　人と話している時に自分のことば
かり話してしまって、相手の人にはっきりと「も
う終わりにしてください」と言われないと、止ま
らないことがよくあります。周りの人からは、「相
手の気持ちがわからない、自分勝手でわがままな
子」と言われています。でも大好きな電車のこと
になると、専門家顔負けの知識を持っていて、お
友だちに感心されます。

（ＡＤＨＤ）
Ｃさんの例　　大事な仕事の予定を忘れた
り、大切な書類を置き忘れたりすることがよ
くあります。周りの人にはあきれられ、「何回言っ
ても忘れてしまう人」と言われてしまいます。
でも、気配り名人で困っている人がいれば誰よ

りも早く気づいて手助けすることが出来ます。

（ＬＤ）
Ｄさんの例　　会議で大事なことを忘れな
いようにメモをとりますが、本当は書くこと

が苦手なので、書くことに必死になりすぎて会
議の内容がよくわからなくなることがあります。
あとで会議内容を周りの人に聞くので、周りの人か
ら「もっと要領よくメモを取ればよいのに」と言わ
れてしまいます。でも、苦手なことを少しでも楽に
できるようにボイスレコーダーを使いこなすなど
他の方法を取り入れる工夫をすることが出来ます。

インタビュー①

※ここで示した例は、あくまで一例です。どんな能力に障害があるか、どの程度なのかは人によって様々です。

それぞれの
障害の特性例

自閉症 アスペルガー症候群

注意欠陥多動性障害 学習障害
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「通級指導教室」
市では、平成22年6月から通常学級に通う児童で、落

ち着き・集中力・集団行動等に心配があり特別に支援が
必要な児童に対して、個別の指導を行う通級指導教室
（サポートルーム・スマイル）を開設し、現在、上野原
小学校に設置されています。対象は、市内全域で、在席
している学校やクラスに今までのように通学しながら通
級するという教室です。
通級指導教室には、『発達障害・情緒障害』と『言語

障害』の2種類があり、上野原小学校では、『発達障害・
情緒障害』についての指導を受けることができました。
また、平成24年4月からは、これと言語障害通級教室

を合わせた、『（仮称）ことばと発達のサポートルーム』
を上野原小学校に開設する予定です。
お子さんの日ごろの様

子を見ていて、心配や悩
みごとがある場合は、担
任の先生などにご相談く
ださい。

県立こころの発達総合支援センターでは、『相談支援』『診療』『地
域支援』『研修・普及』の4つの柱で構成した業務を行っています。ス
タッフは、医師2名、臨床心理士、ソーシャルワーカー、保健師、精
神保健福祉士、作業療法士の合わせて16名が、相談にあたっています。
相談していて思うことは、早めに周囲の人が気づいてくれて、思いや
りを持ってこうやればうまくいくよとその人に教えてあげられれば、
その人が悩まずに生活を送れると思います。また、難しく考えずに支
援ということではなくて、もっと相手に対しての気配りや具体的な対
処方法を教えてみるなどが重要だと思います。
相談は、当センターから専門の相談員を派遣して、都留児童相談

所内でも行っています。気軽にご相談ください。
まずは、悩む前に電話をかけてみてください。

■
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
こ
ろ

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
可
能
性
を
持

っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
発
達
障
害
も
そ
う

し
た
生
ま
れ
な
が
ら
の
個
性
や
可
能
性
の
あ

り
方
の
一
つ
で
、
理
解
者
に
恵
ま
れ
れ
ば
周

囲
の
人
と
調
和
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
す
。

発
達
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
す

べ
て
の
人
が
お
互
い
を
思
い
や
り
尊
敬
し

合
う
心
を
持
て
ば
、
温
も
り
あ
る
豊
か
な

生
活
が
送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
、
み
な
さ
ん
も
、
お
互
い
の

個
性
や
可
能
性
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め

合
い
ま
し
ょ
う
。

相談員　宮沢久江さん

◆相談方法
県内にお住まいの自閉症スペクトラム（自閉症やアスペ
ルガー症候群など）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）
学習障害（ＬＤ）などの発達障害のある方やその家族な
どを対象に電話予約制で受け付けています。

◆電話　055-254-8631
※相談受付は、月～金曜日（祝祭日除く）
午前8時30分～正午、午後1時～5時

《特集》発達障害を知る　その人らしさ　認め合おう　

写真上）山梨県福祉プラザ内（甲府市

北新1-2-12）に県立こころの発達総合

支援センターがあります。

写真下）この部屋では、定期的に様々

な療育プログラムが行われています。

インタビュー②

お問い合せ・相談窓口

市福祉課障害福祉担当　　　　（蕁62－3115）
※市では、通級指導教室以外にも相談などの支
援を行っています。

※子どもについては、学校や保育所の先生など
にも相談ください。

※まずは、不安や悩みを相談してください。

参考資料：

厚生労働省「発達障害の理解のために」冊子

山梨県立こころの発達総合支援センター提供冊子

市の支援

サポートルーム・スマイル
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新新地地方方公公会会計計制制度度にに基基づづくく
市市のの財財務務書書類類【【平平成成2222年年度度決決算算】】

市では、民間企業の会計手法を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく財務書類4表（貸借対
照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書）を作成し、公表しています。
ここでは、普通会計（一般会計・教育奨励資金特別会計）の概要をお知らせします。

【負債が減少！！→将来世代の負担は減っています！！】

【用語解説】
●有形固定資産
土地と建物（道路、学校、庁舎な
ど）
●売却可能資産
売却が可能な土地（未利用の土地
を固定資産税評価額で評価した額）
●投資および出資金
病院や水道企業団等への出資額
●長期延滞債権
市税などの滞納が長期に及んでい
る額
●回収不能見込額
長期延滞債権の回収が困難と見込
まれる額
（過去の不能欠損の率から算出）
●退職手当引当金
全職員が年度末に普通退職したと
仮定した場合に必要な退職手当の
見込み額

1.貸借対照表（バランスシート）
【平成23年3月31日】

貸借対照表とは、年度末時点において市が保有する資産とその財源とな
った負債（地方債などの将来世代が負担する額）や純資産（国県補助金
や市税などのこれまでの世代が負担した額）を表した財務書類です。

「1.貸借対照表（バランスシート）」を割合で見てみると、資産を形成するために、将
来世代の負担となる負債28.4％とこれまでの世代がすでに負担した純資産71.6％で
負担しています。また、「図1.前年度貸借対照表」と比較すると、前年度に比べて
負債の割合が減っていることから、将来世代の負担が抑制されることがわかります。

～～ババラランンススシシーートトかからら見見たた市市ののすすががたた～～

◆資産〔100％〕
（市が保有している資産）
1.公共資産　　　　　51,408,061
・有形固定資産　　 51,336,897
・売却可能資産　　　 71,164
2.投資等　　　　　　 9,080,973
・投資および出資金　 6,252,612
・基金等　　　　　　 2,665,241
・長期延滞債権　　　　 282,059
・回収不能見込額　　 △118,939
3.流動資産　　　　　 2,214,547
・現金預金　　　　　 2,162,168
・（うち歳計現金） （379,853）
・未収金　　　　　　　　52,379
資産合計　　　　　 62,703,581

◆負債〔28.4％〕
（将来世代が負担する額）
1.固定負債　　　　　15,893,155
・地方債　　　　　 13,185,054
・退職手当引当金　　 2,708,101 
2.流動負債　　　　　 1,901,080
・翌年度償還予定地方債1,779,537
・賞与引当金　　　　　 121,543
負債合計　　　　　 17,794,235

◆純資産〔71.6％〕
（これまでの世代が負担した額）
純資産合計　　　　 44,909,346
（資産形成に使った市税や国県補助
金等）
負債・純資産合計　　62,703,581

資産
100％

負債
29.0％
純資産
71.0％

【図1.前年度貸借対照表】
◆負債が0.6ポイント減少

【単位：千円】

【地方債（借金）残高の減少が大きな要因→5年間で26億円減少！！】
負債が減少した大きな要因は、地方債の借入を抑えることにより、地方債残高が約3億円減少したためです。ま
た、次のとおり地方債残高は、年々減少しており、過去5年間で約26億円減少しています。

平成17年度末

176億円
平成21年度末

153億円
平成22年度末

150億円

※市の借金残高は、表中の負債のうち
地方債と翌年度償還予定地方債を合計
した149億6459万1千円です。
※左表は、端数を四捨五入しています。△23億円 △3億円
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【財務書類作成の基準】
作成した財務書類は総務省で示した「新地方公会計制度実務研究会報告書」に基づき、次のような基準で作成しました。
●作 成 モ デ ル：総務省方式改訂モデル（資産を段階的に時価評価するモデル）
●基 礎 数 値 ：昭和44年度以降の旧秋山村、旧上野原町及び上野原市を合算した地方財政状況調査（決算統計）、

歳入歳出決算書等
●資産の計上方法：土地は取得時の価格で計上し、それ以外の資産は、取得時の建設費を基準に、総務省で示した耐用年

数に基づいて算出された減価償却費を控除しています。また、売却可能資産は、未利用となっている
土地を固定資産税評価額で評価しています。

※詳細は、市ホームページをご覧ください。なお、ホームページをご覧になれない方は、印刷したものを
用意してありますのでお問い合わせください。 ●問い合わせ 企画課財政担当（蕁62ｰ3118）

2.行政コスト計算書
【平成22年4月1日～平成23年3月31日】

3.純資産変動計算書
【平成22年4月1日～平成23年3月31日】

行政コスト計算書とは、企業会計の損益計算書にあ
たるもので、1年間の行政活動にかかったコストと、
その対価として得られた収益を対比した財務書類で
す。（資産形成となる工事費などのコストは除きます）

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が1年
間でどのように変動したかを表した財務書類です。

経常行政コスト【a】（100％） 9,606,280
1.人にかかるコスト　　　　　　　　　 2,106,862
（人件費、退職手当、賞与引当金繰入額）
2.物にかかるコスト　　　　　　　　 3,729,795
（物件費、維持補修費、減価償却費）
3.移転支出的なコスト　　　　　　　 3,517,632
（社会保障給付、補助金、他会計への繰出金）
4.その他のコスト　　　　　　　　 251,991
（地方債の支払い利息等）
経常収益【ｂ】（3％） 293,053
・使用料、手数料　　　　　　　　　　　 221,420
・分担金、負担金、寄附金　　　　　　　　 71,633
純経常行政コスト【a-ｂ】（97％） 9,313,227

「2.行政コスト計算書」にある純経常行政コストを市税
などの一般財源や国県補助金でまかなった結果、期首
純資産残高に比べ期末純資産残高が増加しています。

4.資金収支計算書
【平成22年4月1日～平成23年3月31日】
資金収支計算書は、1年間の現金の収入と支出をそ

の性質に応じて3つに区分して表した財務書類です。

「1：経常的収支額」の黒字で「2：公共資産整備収支額」と「3：投資・財務的収支額」の赤
字を埋めることができたので、期首資金残高に比べ期末資金残高が増加しています。この表か
ら、市税や地方交付税が公共資産の整備や地方債の返済などに使われていることがわかります。

「経常行政コスト【a】」に対して、その対価として得
た「経常収益【b】」は約3％で、差引の約97％が純
経常行政コストとなっています。
※この純経常行政コストは、「3.純資産変動計算書」
において一般財源や国県補助金などでまかなわれて
います。

ホームページでは、この
財務書類の分析指標や連
結財務書類なども掲載し
ているぞ。

期首純資産残高　　　　　　　　　　 44,652,212
純経常行政コスト　　 △9,313,227
一般財源（市税、地方交付税等） 7,782,221
国県補助金　　　　　　　　　　　 1,793,723
その他　　　　　　　　　　　　　　 △5,583

期末純資産残高　　　 44,909,346
（＝貸借対照表「純資産合計」）

期首資金残高　　　　　　　　　　　　 309,108
1：経常的収支額　　　　　　　　　　　 3,013,843
収入（市税、地方交付税、国県補助金等）10,294,200
支出（人件費、物件費、社会保障給付等） 7,280,357

2：公共資産整備収支額　　　　　　　　△791,973
収入（国県補助金、地方債発行等） 829,858
支出（公共資産整備支出等） 1,621,831

3：投資・財務的収支額　　　　　　　 △2,151,125
収入（地方債発行、公共資産等売却収入等）261,429
支出（基金積立金、出資金、地方債償還等）2,412,554

期末資金残高　　　　　　　　　　　　　 379,853
（＝貸借対照表「歳計現金」）

【単位：千円】【単位：千円】

【単位：千円】
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区　分

標 準 的 な

職 務 内 容

職 員 数

構 成 比

１級

主事補
主事
10人
7.0％

総合計

一般行政

部 門

特別行政

部 門

公営企業等

会 計 部 門

職員数

Ｈ23.4.1現在

4人
49人
17人
0人
9人
7人
10人
47人
25人
168人
21人
55人
76人
2人
3人
6人
13人
24人
268人

死亡

0人

0人

0人

0人

0人

職　種

一般行政職

消 防 職

技能労務職

医 療 職

合　計

職　種

一 般 行 政 職

消 防 職

医 療 職

派 遣 解 除

合　計

採用者数

3人

2人

0人

1人

6人

普通

2人

1人

0人

0人

3人

議 会

総 務

税 務

労 働

農林水産

商 工

土 木

民 生

衛 生

小 計

教 育

消 防

小 計

病 院

水 道

下 水 道

国保・介護

小 計

計

10人

3人

1人

0人

14人

派遣

3人

0人

0人

0人

3人

対前年

増減数

0人
1人

△1人
0人
0人
0人

△1人
1人

△1人
△1人
△3人
1人

△2人
0人
0人
0人

△2人
△2人
△5人

※（1）上野原市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

■一般行政職の級別職員数の状況

２級

主任

11人
7.7％

3級

副主査
主査
40人

28 .2％

4級

副主幹

38人
26 .8％

5級

主幹
課長補佐
27人

19 .0％

6級

課長
局長
12人
8.5％

計

142人
100％

■職員の採用状況
（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

※派遣解除（山梨県東部広域連合）

■部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

■事由別退職者数の状況
（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

※（1）普通とは退職者の自己都合による退職のこ
とです。

（2）派遣は山梨県東部広域連合・東部地域広域
水道企業団です。

職員の任免および職員数に関する状況

平成23年4月1日現在における上野原市職員の給与等の状況を次のとおり公表します。
なお、総務省様式に基づく職員の給与・定員管理等の公表は、後日上野原市のホームページに掲載
します。

●問い合わせ 総務課人事秘書担当（蕁62ｰ3117）

7級

部長

4人
2.8％

職員数

Ｈ22.4.1現在

4人
48人
18人
0人
9人
7人
11人
46人
26人
169人
24人
54人
78人
2人
3人
6人
15人
26人
273人

定年

2人

1人

1人

0人

4人

勧奨

3人

1人

0人

0人

4人

上上野野原原市市職職員員のの給給与与等等のの状状況況
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■平成22年度人件費の状況（普通会計決算）

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

全職種

2種
診療手当
出勤手当
146人
31,000円

報
酬

区 分 月額

区　分

一般行政職

技能労務職

平均年齢

44.8歳

49.1歳

一般行政職

年齢

22歳

18歳

期 末 勤 勉
手 当

経験年数20年
364,000円
298,500円

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

平均給料月額

334,600円

303,400円

住民基本
台帳人口

歳 出 額
（Ａ） 実質収支

人 件 費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（23.3.31現在）人

26,530
千円

11,314,742
千円

288,602
千円

2,107,092
%

18.6

■平成23年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ）

給 与 費 1人あたり給
与（Ｂ/Ａ）

人

240

給　料
千円

951,286

職員手当
千円

157,032

期末勤勉手当
千円

348,716

計（Ｂ）
千円

1,457,034

千円

6,071
※（1）職員手当には、退職手当を含みません。
（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況

■職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年

270,100円

205,900円　

経験年数15年
319,000円
274,300円

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

※（1）経験年数とは､採用後の勤務年数に採用時の前歴換
算年数を加えた年数です｡

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満､15年と
は15年以上20年未満､20年とは20年以上25年未満
の区分に基づいています｡

765 ,000円
618 ,000円
560 ,000円
310 ,000円
280 ,000円
260 ,000円

給
料

■特別職の報酬等の状況

期末手当

市 長

副 市 長

教 育 長

議 長

副 議 長

議 員

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および市長等
特別職の給与等を含みます。

区　分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

■職員の初任給の状況

支給職員数
1人あたり平均支給月額
手当の種類（手当数）

手当の名称

支給職員数（平成23年4月）
1人あたり平均支給月額

6月期 1.60月分
12月期 1.80月分
計 3.40月分
6月期 1.60月分
12月期 1.75月分
計 3.35月分

退 職 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

■主な職員手当の状況②
区 分 内 　 容

（22年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.25月分 0.70月分
12月期 1.35月分 0.65月分
計 2.60月分 1.35月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23 .50月分 30.55月分
勤続25年 33 .50月分 41.34月分
勤続35年 47 .50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人あたり （自己都合）（勧奨・定年退職）
平均支給額 4,691千円 24,464千円
①配偶者　13,000円
②配偶者以外　1人につき6,500円
【配偶者がない場合】1人のみ11,000円
【満16歳から満22歳の年度末までの特定期間】

1人につき5,000円を加算
借家の場合（12,000円を超える家賃を払って
いる職員）
家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
①交通機関利用の場合
運賃相当額を全額支給
②自動車等使用者　
通勤距離が片道2㎞以上の場合に通勤距離
に応じて支給

※退職手当の一人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額です。

区　　　分

職員の給与等の状況

■主な職員手当の状況①
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第第
2288
回回
国国
民民
文文
化化
祭祭
・・
やや
まま
なな
しし
22
00
11
33

じじ
よよ
いい
そそ
ーー
らら
んん
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
　
ププ
レレ
イイ
ベベ
ンン
トト

市
で
は
、
市
発
祥
の
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
グ

ル
ー
プ
と
、
各
地
の
よ
さ
こ
い
愛
好
家
が
集

い
競
演
す
る
『
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
と
郷
土
芸
能
文
化
を
育
ん
だ
長
寿

食
を
中
心
と
す
る
『
長
寿
食
文
化
の
祭
典
』

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
の
開
催
を
前
に
、
開
催

1
年
前
の
プ
レ
・
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

《
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　

プ
レ
・
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
》

●
日
時
　
3
月
20
日（
火
）
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
5
時
30
分

●
会
場
　
も
み
じ
ホ
ー
ル
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
、
市
役
所
東
側
市
道

●
内
容
　

・
市
内
外
の
よ
さ
こ
い
そ
ー
ら
ん
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
踊
り
の
競
演

・・
長
寿
食
文
化
の
祭
典
事
業
に
係
わ
る『
せ

い
だ
の
た
ま
じ
』や『
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
』

『
祝
う
ど
ん
』
な
ど
の
販
売

※
会
場
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
交
通

規
制
な
ど
で
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

●
開
催
日
　
平
成
25
年
4
月
14
日（
日
）、
10

月
27
日（
日
）

《
長
寿
食
文
化
の
祭
典
》

●
開
催
日
　
平
成
25
年
11
月
9
日（
土
）
〜

10
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
国
民
文
化
祭

担
当
（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

県
で
は
、
平
成
25
年
に
『
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
民
文
化
祭
』
を
開
催
し
ま
す
。

国
民
文
化
祭
は
、
各
地
の
文
化
の
発
信
を
行
う
日
本
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
、
各
都
道
府
県
が
持
ち
回
り
で
文
化
活
動
を
発
表
し
、
国
民
が

文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民

文
化
祭
を
開
催
す
る
県
の
各
市
町
村
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

市
の
国
民
文
化
祭
へ
の
取
組
内
容

平
成
25
年
の
開
催
日
程

会場案内図
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市市民民ののみみななささんんがが直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーーでで

大人
（中学生以上）

小学生

小学生未満

測定場所

西原原簡易水道
秋山中部簡易水道
仲間川簡易水道

上上
野野
原原
デデ
ママ
ンン
ドド
タタ
クク
シシ
ーー
変変
更更
とと

路路
線線
ババ
スス
のの
拡拡
充充
をを
継継
続続

試料種類

浄水
浄水
浄水

採取日

1月12日（木）
1月12日（木）
1月12日（木）

放射性ヨウ素
（Ｉー131）

検出せず
検出せず
検出せず

放射性セシウム
（Ｃｓ-134、136、137）

検出せず
検出せず
検出せず

◆飲用水環境放射能の測定結果

※放射能濃度は、測定時の値です。また、測定方法は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スぺクトロメトリーです。
※「検出せず」は、検出下限値未満（検出下限値：1Ｂｑ／㎏）のことです。なお、原子力安全委員会より示された飲食物
の摂取制限に関する指標値および食品衛生法に基づく暫定的な指標値は、【飲料水：放射性ヨウ素300Ｂｑ／㎏、放射性セ
シウム200Ｂｑ／㎏】です。また、放射性ヨウ素については、厚生労働省より100Ｂｑ／㎏を超える場合、乳児による水道
水の接種を控えるよう指示がありました。 ●問い合わせ 生活環境課簡易水道担当（蕁62－3114）

測定結果（Ｂｑ／ｋｇ） 飲飲用用水水環環境境放放射射
能能測測定定値値報報告告

《
上
野
原
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
継
続
》

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
は
、

第
1
地
域
（
棡
原
・
西
原
方
面
）
と
第
4
地

域
（
島
田
・
秋
山
方
面
）
を
対
象
に
平
成
23

年
10
月
3
日
か
ら
「
上
野
原
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
」
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
実
証
運
行
を
踏
ま
え
て
、
更
な
る
利

便
性
の
向
上
と
利
用
者
の
確
保
を
図
る
た

500円

250円

一部の地域　300円

一部の地域　150円

無料

※1 平成23年10月2日以前に富士急山梨バス㈱が発行し
た「シルバー定期券」を持つ利用者は、無料で乗車でき
ます。（有効期限内）
※2 一部の地域とは、下の表の地区内にある停留所と中
心市街地との間で利用する場合に限り適用されます。

地区名
大　鶴
島　田
上野原

棡　原

行政区名等
小倉
全行政区
諏訪・塚場・八米・向風・
先祖・丸畑・奈須部
井戸・登下・尾続・用竹・新山王橋内停留所

○利用対象者　これまで、運行地域にお住まいの市民を
対象としておりましたが、4月以降は、次のような方も利
用登録を行うと利用できます。
・運行地域以外にお住まいの市民で、第1地域（棡原・西
原方面）や第4地域（島田・秋山方面）へ出かけられる方

《変更内容》
○運賃（1回の乗車運賃）

《
路
線
バ
ス
の

コ
モ
ア
し
お
つ
方
面
へ
の
拡
充
継
続
》

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
10
月

3
日
か
ら
富
士
急
山
梨
バ
ス
㈱
が
既
存
路
線

バ
ス
（
犬
目
線
・
太
田
上
線
）
の
一
部
（
往

復
8
便
）
を
路
線
延
長
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。平

成
24
年
4
月
以
降
は
、
路
線
バ
ス
の
コ

モ
ア
し
お
つ
方
面
へ
の
拡
充
（
実
証
運
行
）

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
事
務
局
（
生
活
環
境
課
生
活
環
境

課
担
当
内
）（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

め
、
平
成
24
年
4
月
以
降
も
一
部
内
容
を
変

更
し
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
第
2
地
域
（
大
鶴
・
甲
東
方
面
）

と
第
3
地
域
（
大
目
・
巌
方
面
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
の
実
証
運
行
開
始

に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
行
内

容
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
み
な
さ
ん
に
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

み
ん
な
で
利
用
し
て
、

地
域
の
公
共
交
通
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
！



6か月分納付額（割引額）

89,880円（ － ）

89,580円（ 300円）

89,150円（ 730円）

88,860円（1,020円）

－ （ － ）

－ （ － ）

1か月分納付額（割引額）

14,980円 （ － ）

14,930円（ 50円）

－ （ － ）

－ （ － ）

－ （ － ）

－ （ － ）

■ 平成24年度 ■

毎月納付（納付書納付）

翌月末振替の口座振替

毎月振替【早割】

6か月前納（現金納付）

6か月前納（口座振替）

1年前納（現金納付）

1年前納（口座振替）

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料（
月
額
）お
よ
び
、
納
付
書
の
送
付
時
期
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
納
付
書
送
付
時
期

納
付
書（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）は
、
4
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
ご
本
人
宛
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
23
年
度
に
申
請
免
除
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
の
納
付
書
送
付
時
期

・
全
額
免
除
の
方

平
成
24
年
6
月
ま
で
全
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、

4
月
に
納
付
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
7
月
以
降
に
7
月
分
〜
翌
3
月
分
の

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
一
部
免
除
の
方

平
成
24
年
6
月
ま
で
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、

4
月
に
4
月
分
〜
6
月
分
の
一
部
免
除
さ
れ
た
金
額
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
、

7
月
以
降
に
7
月
分
〜
翌
3
月
分
の
定
額
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
す
る
と
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
6
か
月

前
納
・
1
年
前
納
な
ど
お
得
な
割
引
制
度

（
下
表
参
照
）が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
で
前
納
す
る
場
合
は
、
前
納
用
の

納
付
書
で
平
成
24
年
5
月
1
日
ま
で
に
納
め

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

1
万
4
9
8
0
円（
月
額
）

※一部納付（一部免除）されている方は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用となります。

て
く
だ
さ
い
。
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
れ

ば
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に

保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度
手
続

き
す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等
に
出
向

く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
口
座
振
替
の
早
割
制
度

保
険
料
を
納
期
限
よ
り
1
か
月
早
く
、
当

月
末
の
口
座
振
替
（
早
割
）
に
す
る
と
、

月
々
50
円
割
引
に
な
り
、
年
間
で
600
円
お
得

で
す
。

◆
申
込
方
法

金
融
機
関
等
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機
関
等
の
届

出
印
を
押
印
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
出
書
は
市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
担
当
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
4
月
か
ら
口
座
振
替
で
の
1
年
前
納
・
6

か
月
前
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
3
月
末

ま
で
に
年
金
事
務
所
で
の
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

平成24年度　国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

掛掛
けけ
てて
安安
心心
・・
もも
らら
っっ
てて
納納
得得

国国
民民
年年
金金
制制
度度

保保
険険
料料
のの
割割
引引
制制
度度
のの
ごご
案案
内内

1年分納付額（割引額）

179,760円（ － ）

179,160円（ 600円）

178,300円（1,460円）

177,720円（2,040円）

176,570円（3,190円）

175,990円（3,770円）
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空空
間間
放放
射射
線線
量量
等等
測測
定定
値値
報報
告告

市
で
は
、
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
2
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

※
市
で
は
、
空
間
放
射
線
量
を
測
定
す
る
測
定
器
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

測定場所
大目出張所
大目保育所

▲　大野貯水池
甲東出張所
甲東保育所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢松幼稚園
上野原西小学校
上野原西中学校

▲　コモアしおつ公園
上野原高校

▲　帝京科学大学
島田出張所
島田保育所
島田幼稚園
島田小学校
島田中学校

▲　少年野球場
▲　桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋山保育所
秋山小学校
秋山中学校
大鶴出張所
大鶴小学校
上野原市役所
第一保育所
第二保育所
上野原幼稚園
羽佐間幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
日大明誠高校

▲ 諏 訪 神 社
▲ 牛 倉 神 社
棡原出張所
棡原保育所
棡原小学校
西原出張所
西原保育所
西原小学校

5㎝
0.052
0.074
0.041
0.067
0.077
0.045
0.064
0.066
0.047
0.067
0.042
0.070
0.057
0.058
0.069
0.057
0.071
0.054
0.047
0.063
0.080

1ｍ
0.048
0.064
0.036
0.057
0.069
0.045
0.058
0.059
0.048
0.062
0.041
0.058
0.053
0.052
0.062
0.054
0.058
0.052
0.047
0.057
0.075

5㎝
0.074
0.049
0.050
0.069
0.066
0.049
0.083
0.088
0.063
0.070
0.065
0.065
0.045
0.055
0.050
0.067
0.058
0.067
0.086
0.094
0.095

1ｍ
0.062
0.054
0.046
0.059
0.068
0.045
0.072
0.078
0.055
0.057
0.069
0.067
0.048
0.048
0.051
0.052
0.062
0.058
0.069
0.084
0.092

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※　この測定結果は、2月15日に測定した結果です。
（▲印の測定結果は、2月14日に測定した結果です）

●問い合わせ 生活環境課生活環境担当（蕁62－3114）

忘忘
れれ
なな
いい
でで
!!!!
33
月月
1111
日日
のの
大大
震震
災災

非非
常常
持持
出出
品品
・・
備備
蓄蓄
品品
をを
準準
備備
しし
よよ
うう

市市民民ののみみななささんんがが直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーーでで

日
本
の
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
東

日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
1
年
が
経
ち
ま

す
。被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
被
災
し
な
か
っ
た
地
域
も
近
い
将

来
、
必
ず
や
っ
て
く
る
巨
大
地
震
や
そ
の
他

の
自
然
災
害
に
備
え
、
少
し
で
も
被
害
を
減

ら
す
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
1
月
に
は
、『
4
年
以
内
に
首
都
直

下
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
70
％
』
と
い
っ

た
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
防
災
へ
の
意
識

を
改
め
た
人
や
災
害
へ
の
関
心
を
高
め
た
人

は
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
え
た
場
合
を
想
定
し
て
、
各
家
庭
で
も

非
常
用
持
出
品
や
備
蓄
品
を
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
防
災
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

《《非非常常持持出出品品》》
避避難難すするるととききにに持持ちち出出すす最最小小限限のの必必需需品品でですす。。

・ヘルメットや防災ずきん・懐中電灯・携帯ラジオ
・乾電池・アルファ米などの非常食・飲料水・医薬品等・
貴重品・その他生活用品　など

《《非非常常備備蓄蓄品品》》
災災害害復復旧旧ままででのの数数日日間間自自足足すするるたためめののももののでですす。。最最低低でで
もも33日日間間はは、、自自足足ででききるるだだけけのの量量をを用用意意ししままししょょうう。。

・非常食《アルファ米・缶詰・インスタント食品等》・水
（飲料水は、1人1日3リットルが目安です。生活用水は、
プラスチックタンクなどに保存しましょう）・生活用品
（カセットコンロや予備のガスボンベ、毛布、衣類な
ど）・工具類（家屋が倒壊した場合に備えて、救出活動
に使えるスコップやバール、ノコギリ、車のジャッキ等）

《《家家族族構構成成にに合合わわせせたた準準備備》》
非非常常用用持持出出品品・・非非常常備備蓄蓄品品はは、、ママニニュュアアルルどどおおりりののもものの
をを揃揃ええるるだだけけでではは足足りりまませせんん。。乳乳幼幼児児やや要要介介護護者者ののいいるる
家家族族ななどど、、家家族族のの形形態態にに合合わわせせてて考考ええててみみままししょょうう。。

《《帰帰宅宅困困難難にに対対すするる備備ええ》》
勤勤務務先先ななどどにに災災害害時時のの宿宿泊泊をを想想定定ししたた備備蓄蓄ががああるるかか確確認認
しし、、なないい場場合合はは、、自自分分でで必必要要最最低低限限ののももののをを準準備備ししまましし
ょょうう。。ままたた、、家家族族とと安安否否確確認認のの方方法法をを決決めめてておおくくこことともも
大大切切でですす。。
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市
長
へ
の
手
紙

市市
でで
はは
、、
市市
役役
所所
正正
面面
玄玄
関関
とと
教教
育育
委委
員員
会会
窓窓
口口
にに
、、
市市
長長
へへ
のの
手手
紙紙
ボボ
ッッ

クク
スス
をを
設設
置置
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
かか
らら
のの
市市
へへ
のの
要要
望望
やや

ごご
意意
見見
をを
伺伺
うう
たた
めめ
にに
設設
置置
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。
市市
にに
対対
しし
てて
ごご
意意
見見
やや
要要
望望
がが

ああ
るる
方方
はは
、、
ボボ
ッッ
クク
スス
のの
脇脇
にに
置置
いい
てて
ああ
るる
要要
望望
用用
紙紙
にに
、、
ごご
記記
入入
のの
うう
ええ
投投

函函
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

聴
覚
障
害
者
用
の
情
報
支
援

を
人
の
目
に
付
く
形
で
導
入
し

て
欲
し
い
。

・
返
答
内
容

現
在
、
市
役
所
福
祉
課
窓
口

で
は
、
外
見
か
ら
は
耳
が
不
自

由
だ
と
わ
か
ら
な
い
人
で
も
指

を
さ
す
だ
け
で
聴
覚
障
害
が
あ

る
方
と
わ
か
る
「
耳
マ
ー
ク
」

の
掲
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
対

し
て
は
、
筆
談
な
ど
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
よ
り
一
層
、
各
種

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
「
耳
マ
ー
ク
」
と
併
せ
、

筆
談
ボ
ー
ド
の
整
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
窓
口
に
つ
い
て
も

「
耳
マ
ー
ク
」
等
を
見
や
す
い

位
置
に
掲
示
し
、
聴
覚
障
害
の

あ
る
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
務
め
て
行
き

ま
す
。

窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
気

軽
に
筆
談
等
を
ご
依
頼
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
音
声
を
文
字
に
変
え

る
機
器
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

音
声
の
認
識
精
度
等
の
問
題
な

ど
、
ま
だ
研
究
開
発
段
階
で
実

用
段
階
に
い
た
っ
て
い
な
い
状

況
の
よ
う
で
す
。

現
時
点
で
の
導
入
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

市市長長室室市市長長室室！！！！！！！！
～～市市長長とと市市民民ののホホッットトラライインン～～

「
早
春
賦
」
の
思
い
出

※3案出してみました。

№№2244

「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
よ
　
　

谷
の
鶯
歌
は
思
え
ど
　

時
に
あ
ら
ず
と
声
も
出
さ
ず
」

3
月
を
迎
え
る
と
い
つ
も
こ
の

歌
を
自
然
に
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い

ま
す
。

高
校
時
代
の
卒
業
生
を
送
る
会

で
毎
年
歌
わ
れ
、
当
時
の
純
情
な

甘
酸
っ
ぱ
い
気
持
ち
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
、
し
ば
し
感

傷
に
慕
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
季
節
、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
等
で
卒
園
式
や

卒
業
式
が
恒
例
行
事
と
し
て
行
わ

れ
、
卒
園
児
や
卒
業
生
が
、
お
ご

そ
か
な
な
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
出
を
胸
に
式
典
を
行
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

そ
の
な
か
、
棡
原
小
学
校
と
大

鶴
小
学
校
は
、
137
年
の
長
き
に
わ

た
り
地
域
の
学
校
と
し
て
、
多
く

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た

が
、
少
子
化
の
流
れ
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
の
た
め
、
保
護
者
・
地
域
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く

中
で
、
今
年
で
廃
校
と
な
り
4
月

か
ら
上
野
原
小
学
校
に
統
合
さ
れ

ま
す
。

昨
年
も
4
校
の
閉
校
式
が
あ
り

ま
し
た
が
、
記
念
式
典
の
あ
と
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
感
謝
の
つ

ど
い
」
な
ど
で
は
、
私
も
設
置
者

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
こ
ぼ
れ
お

ち
る
涙
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
卒
業
生
達
が
、
新
た
な

出
会
い
を
信
じ
、
新
し
い
環
境
の

中
で
お
お
い
に
羽
ば
た
く
こ
と
を

こ
こ
ろ
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

今
も
私
の
脳
裏
に
「
春
は
名
の

み
の
風
の
寒
さ
よ
　
谷
の
鶯
歌
は

思
え
ど
　
時
に
あ
ら
ず
と
声
も
出

さ
ず
」
が
横
切
る
の
を
感
じ
ま
し

た
。
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

3
月
27
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室　～市長と市民のホットライン～

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《《
11
月月
開開
催催
報報
告告
》》

11
月月
2266
日日
（（
木木
））
のの
市市
長長
とと
のの

ふふ
れれ
愛愛
トト
ーー
クク
でで
はは
、、
22
組組
のの
申申

込込
みみ
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
日日
はは
「「
市市
立立
図図
書書
館館
のの
運運

営営
」」
とと
「「
森森
林林
整整
備備
」」
にに
つつ
いい
てて

意意
見見
交交
換換
をを
行行
いい
、、
参参
加加
者者
かか
らら

はは
、、
具具
体体
的的
なな
提提
案案
もも
ああ
りり
まま
しし

たた
。。そそ

のの
開開
催催
内内
容容
のの
一一
部部
をを
報報
告告

しし
まま
すす
。。

《
内
容
》

参
加
者：

市
立
図
書
館
の
視
聴
覚

室
が
倉
庫
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
視
聴
覚
室
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
て
い
な
い
。
人
員
的

な
問
題
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
募
集
し
て
、
お
手
伝
い

し
て
も
ら
っ
た
り
す
れ
ば
よ
い

と
思
う
。

市
長：

す
ぐ
に
改
善
す
る
。
ま
た
、

視
聴
覚
室
の
整
理
だ
け
で
な

く
、
市
立
図
書
館
の
運
営
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
も
関
わ
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
な
ど
も
良
い
提
案
だ
と
思

う
。
今
回
、
お
話
の
あ
っ
た
件

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
指
示

を
出
し
て
、
進
め
て
い
き
た
い
。

飛
び
出
せ
、
市
長
室

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
な
ど
に
市

長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
7
回
目
と
な
る
「
飛
び
出
せ
、

市
長
室
！！
」
は
、
2
月
9
日
（
木
）、

秋
山
地
区
桜
井
の
諏
訪
神
社
で
行

わ
れ
た
「
秋
山
地
区
桜
井
の
生
き

生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
市
長

が
お
伺
い
し
、
参
加
者
と
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

「
新
病
院
建
設
の
進
捗
状
況
」「
新

天
神
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
道
路
」

「
秋
山
地
区
桜
井
の
道
路
幅
拡
幅
」

「
旧
桜
井
小
学
校
の
教
室
利
用
」な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
お
話
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

飛
び
出
せ
市
長
室
は
、
お
伺
い

し
た
意
見
を
市
政
運
営
の
一
助
と

し
て
活
用
し
、
み
な
さ
ん
と
市
政

に
関
す
る
相
互
理
解
を
深
め
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
訪
問
し
、
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
）

▲参加者から市長に活発な意見がありました。

▲予定時間を過ぎても、丁寧に参加
者から話を聞く江口市長

（写真上）市立図書館について江口市長と意見交換す
る参加者。 （写真下）森林整備について意見交換す
る江口市長と森林組合のみなさん
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上野原地区 長田 澪来
れ い ら

ちゃん（4歳）
涼太郎
りょうたろう

くん（1歳5か月）
秀行さんと千春さんの長女・長男

“ずっと仲良く元気いっぱい大きくなってね”

上野原地区 小俣 天音
あ ま ね

ちゃん（5歳）
幸之輔
こ う の す け

くん（3歳）
浩さんと佐栄さんの長女・長男

“いつもいっしょに大笑いしようね”

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

地
震
の
備
え
は

出
来
て
い
ま
す
？

地
震
が
起
き
た
と
き
、
男
性
と

女
性
と
で
は
ど
ち
ら
が
災
害
に
弱

い
で
し
ょ
う
？

例
え
ば
、
女
性
が
通
勤
す
る
時
、

ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
出
勤
し
て
い
る
方

も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
に
、
地
震
が
起
き
た

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
避
難

す
る
に
も
行
動
が
制
限
さ
れ
、
怪

我
を
す
る
確
率
も
あ
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
見
方
を
す

れ
ば
女
性
の
方
が
災
害
に
は
弱
い

と
い
え
ま
す
。こ
れ
は
、
オ
シ
ャ
レ

を
止
め
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
で

あ
れ
男
性
で
あ
れ
、
自
己
表
現
で

あ
る
オ
シ
ャ
レ
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
災
害
を
意
識
し
す
ぎ
て
生

活
の
楽
し
み
を
無
く
し
て
し
ま
う

の
は
馬
鹿
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
に
備
え
る
必
要

は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
の

ロ
ッ
カ
ー
や
通
勤
の
車
の
中
に
ス

ニ
ー
カ
ー
や
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
用
意

し
て
お
け
ば
、
避
難
す
る
と
き
や

帰
宅
時
に
役
に
立
ち
ま
す
。
こ
の

他
に
も
、
様
々
な
災
害
へ
の
備
え

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
へ
の
備
え
だ
け
で

な
く
、
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方

か
ら
、
弱
者
だ
か
ら
必
要
な
も
の
、

弱
者
だ
か
ら
分
か
る
も
の
、
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
で
弱
者
か
ら
抜
け

だ
し
、
人
を
助
け
る
立
場
に
な
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
職
場
や
家
庭
で

の
災
害
時
の
減
災
を
考
え
る
と
と

も
に
、
広
く
男
女
共
同
参
画
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
今
ま

で
の
慣
例
や
考
え
方
が
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
る
こ
と
、
仕
方
な
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
、
差
別
や
偏

見
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。

簡
単
な
こ
と
で
は
解
決
し
な
い

け
れ
ど
、
自
分
の
方
向
を
良
い
方

向
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
は
可
能
だ

と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース
スマイル

ＮＯ.67

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
・
認
知
症
劇
の

お
知
ら
せ

市
で
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
っ

と
・
ら
く
っ
と
と
共
催
で
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
講
座
は
、
認
知

症
劇
や
紙
芝
居
を
取
り
入
れ
、
わ

か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
25
日
（
日
）
午
後

2
時
〜
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者

市
内
在
住
の
方

●
持
ち
物

筆
記
用
具

●
参
加
費

無
料

●
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
っ
と
・

ら
く
っ
と

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要

●
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
蕁
62
―

3
1
2
8
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
っ
と
・
ら
く
っ

と
（
蕁
56
―

8
7
5
8
）

元
気
い
き
い
き
教
室
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、「
元
気
い
き
い
き
教

室
」を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
要
介
護
等
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方

■
開
催
内
容

《
室
内
運
動
コ
ー
ス
》

●
内
容

椅
子
体
操
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
日
常

動
作
に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
力
な
ど
を
養
い
ま
す
。

●
日
時

《
火
曜
日
》
5
月
8
日（
火
）〜
7

月
24
日（
火
）の
毎
週
火
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
1
時
（
計
12

回
実
施
）

《
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
》

●
内
容

水
の
浮
力
・
抵
抗
・
水
圧

に
よ
っ
て
、膝
や
腰
へ
の
負
担

が
軽
く
な
っ
た
状
態
で
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
を
行
い
、全
身
の
バ

ラ
ン
ス
力
や
筋
力
を
向
上
さ
せ

転
倒
予
防
等
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
日
時

《
水
曜
日
》
5
月
9
日（
水
）〜
7

月
25
日
（
水
）の
毎
週
水
曜
日

《
木
曜
日
》
5
月
10
日（
木
）〜
7

月
26
日
（
木
）の
毎
週
木
曜
日

《
金
曜
日
》
5
月
11
日（
金
）〜
7

月
27
日
（
金
）の
毎
週
金
曜
日

各
コ
ー
ス
と
も
に
午
前
11
時
〜

午
後
1
時

■
定
員

各
コ
ー
ス
15
名

■
場
所

秋
山
温
泉

※
送
迎
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地

で
の
集
合
・
解
散
に
な
り
ま
す

の
で
、
自
家
用
車
ま
た
は
、
秋

山
温
泉
の
無
料
定
期
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料

1
回
2
0
0
円

※
参
加
料
と
は
別
に
、
保
険
料
が

千
円
か
か
り
ま
す
。

※
昼
食
代
は
、
自
己
負
担（
毎
回

5
0
0
円
）で
す
。

■
参
加
に
関
す
る
注
意
点

・
原
則
週
１
回
、
3
か
月
間
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
介
護
予
防
を
重
点
的
に
行
な
う

必
要
の
あ
る
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

ま
た
は
、
秋
山
支
所
や
各
出
張
所

へ
印
鑑
を
持
参
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

3
月
30
日（
金
）午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



助成対象

生後2か月～5歳未満
生後2か月～5歳未満

種目

ヒブワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、旧役場跡地に駐車してくだ

さい。

※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★乳幼児健診（3/1～4/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加

入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 3月26日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 3月13日（火）
※3月は、第3火曜日が祭日のため、第2火曜日（午
後）の実施となります。

◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62ー5121）
◎受付時間 午後1時～5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★がん検診推進事業
がん検診推進事業は、市が特定の年齢に達した方に

対し子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の「がん検診
無料クーポン券」を配布し受診促進を図る事業です。
「がん検診クーポン券」の有効期限は、子宮頸がん、
乳がん検診が、3月31日（土）までとなっていますので、
期限までに受診してください。

★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢になる方　
40・45・50・55・60・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種費用
助成の期間延長
市では、ワクチン接種に関する接種費用の助成を行

っています。なお、平成24年度も引き続き助成を行う
こととなりましたのでお知らせします。

※接種開始月齢により接種回数が異なります。
平成24年度接種する分の予診票をお持ちでない方は、
母子健康手帳を持参のうえ、保健センターまでお越
しください。

17 広報うえのはら　平成24年3月号　　　　　

申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

実施日

3月 7日（水）
4月 9日（月）
3月23日（金）
3月19日（月）

該当児

平成23年10月10日～11月21日生
平成23年5月16日～6月30日生
平成22年7月16日～8月31日生
平成20年10月4日～11月15日生

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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呼
び
か
け
の
実
施

《
上
野
原
市
危
険
物
安
全
協
会
》

消
防
本
部
と
合
同
で
市
内
の
巡

回
広
報
を
実
施

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
〜

《
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

《
対
策
》

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

《
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
済
み
シ
ー
ル
》

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団
、

危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
住

宅
に
設
置
済
み
シ
ー
ル
を
無
償
で

配
布
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
新
た
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

購
入
し
、
条
例
の
基
準
ど
お
り
に

設
置
し
た
住
宅（
世
帯
）や
新
築
さ

れ
た
住
宅（
世
帯
）に
は
、「
設
置

済
シ
ー
ル
」を
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
7
日
（
水
）、
14

日（
水
）、
21
日（
水
）、
28
日

（
水
）
午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
て
い
る
み
な
さ
ん

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な

さ
ん
は
、
入
院
し
た
医
療
機
関
に

限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す
れ

ば
、
入
院
費
の
支
払
い
が
一
定
の

金
額
（
限
度
額
）
に
と
ど
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら
は
、
高
額
な
外

来
診
療
を
受
け
た
と
き
も
、
限
度

春
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

市
消
防
本
部
で
は
、『
消
し
た

は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う

一
度
』
を
統
一
標
語
に
3
月
1
日

（
木
）か
ら
7
日（
水
）
ま
で
春
季

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、「
全
国
山
火
事
予
防
運

動
」
と
「
車
両
火
災
予
防
運
動
」

も
同
一
期
間
で
実
施
し
ま
す
。

◆
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

《
消
防
本
部
・
署
》
訓
練
や
立
入

検
査
、
市
内
各
所
に
横
断
幕
の

掲
出
、
ま
た
、
住
宅
防
火
診
断

を
各
関
係
機
関
と
合
同
で
実
施

《
消
防
団
》
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
や

巡
回
広
報
に
よ
る
火
災
予
防
の

額
適
用
認
定
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
の
限
度
額
適
用
認
定
を
利

用
す
る
に
は
事
前
の
申
請
等
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
学
園
学
生
募
集

●
募
集
人
員

北
都
留
学
園
40
名

●
入
学
資
格

県
内
在
住
の
概
ね

60
歳
以
上
の
方
で
、
学
習
意
欲

の
あ
る
健
康
な
方

●
修
業
年
限

2
年
間

●
学
習
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

※
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
ぴ
ゅ
あ

富
士
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
限

3
月
30
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
学
費

年
間
基
本
学
習
費
8
千

円
を
集
金
し
ま
す
。

※
募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
い
内
容

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
教

育
事
務
所（
南
都
留
合
同
庁
舎
）

（
蕁
45
―

7
8
2
1
）

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
開
始

県
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

●
出
動
要
請
の
方
法
　
119
番
通
報

を
受
け
た
消
防
本
部
が
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
要
請
し
ま
す
。

●
運
用
時
間
　
毎
日
、
午
前
8
時

30
分
〜
日
没

●
利
用
料
金
　
搬
送
自
体
に
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、
救

急
現
場
で
行
っ
た
医
療
行
為
に

対
し
て
は
、
医
療
保
険
の
範
囲

内
で
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
中
央

病
院
（
蕁
0
5
5
―

2
5
3
―

7

1
1
1
）
山
梨
県
医
務
課
（
蕁

0
5
5
―

2
2
3
―

1
4
8
0
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

◆中学校卒業までの
お子さんを持つ方へ◆

昨年10月からの「子ども手
当」申請はお済みですか？
平成24年3月末までに

必ず申請ください

◆平成23年10月分からの子ども
手当を受けるためには10月より
前に受け取った方も含め、対象
のお子さんを持つ方はすべてお
住まいの市町村へ申請する必要
があります。

◆申請期限　3月30日（金）
期限までに申請を行わなかっ
た場合は、手当を受け取るこ
とが出来なくなります。

●問い合わせ 福祉課
子育て支援担当（蕁62－3115）
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大
目
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時

4
月
8
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所

大
野
貯
水
池
広
場

●
内
容

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
県
警

音
楽
隊
、
三
頭
太
鼓
、
じ
ょ
い

そ
ー
ら
ん
、
大
目
音
頭
な
ど

●
主
催

大
目
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ

大
目
観
光
協
会

代
表
　
上
條
弘
行（
蕁
66
―

2
0

2
8
）

献
血
の
お
知
ら
せ

●
日
時

3
月
8
日（
木
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分
、
午
後
0
時
30

分
〜
3
時

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
●
対
象

16
歳
〜
64
歳
ま
で
の
健

康
な
方
（
現
在
妊
娠
中
の
方
は

で
き
ま
せ
ん
）

●
持
ち
物

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳

（
献
血
経
験
の
あ
る
方
）

※
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
は
当
日

発
行
い
た
し
ま
す
。

・
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

軽
自
動
車
の
手
続
き
は

お
早
め
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
に
対

し
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車
予
定
の

車
体
は
3
月
中
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。4
月
1
日
以
降
に

廃
車
手
続
き
を
し
て
も
、そ
の
年
度

の
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
車
種
に
よ
り
手
続
き
を

す
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ

《
原
動
機
付
自
転
車
（
1
2
5
c

c
以
下
）、小
型
特
殊
自
動
車
》

税
務
課
課
税
担
当
（
蕁
62
―

3

1
1
3
）

《
軽
三
輪
、
軽
四
輪
》

軽
自
動
車
検
査
協
会
（
笛
吹
市

石
和
町
唐
柏
7
9
2
―

1
）（
蕁

0
5
5
―

2
6
2
―

7
2
6
9
）

《
軽
二
輪（
1
2
5
c
c
以
上
2

5
0
c
c
以
下
）、二
輪
の
小
型

自
動
車（
2
5
0
c
c
以
上
）》

山
梨
運
輸
支
局
（
笛
吹
市
石
和

町
唐
柏
1
0
0
0
―

9
）（
蕁
0

5
5
―

5
5
4
0
―

2
0
3
9
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

●
日
時

3
月
24
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

3
月
19
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
し
込
み
の

際
、
以
前
に
受
講
し
た
普
通
救

命
講
習
修
了
証
の
交
付
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
す
る

場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
3
月
の
申
請
書
提
出
期
限

3
月
12
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
罹
患

し
た
方
の
補
償
・
救
済

●
対
象
者

①
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事

に
従
事
し
、
石
綿
に
よ
る
疾
病

に
罹
患
し
た
労
働
者
の
方
で
、

石
綿
に
よ
る
疾
病
が
仕
事
上
の

も
の
と
認
め
ら
れ
た
方

②
石
綿
に
よ
る
疾
病
が
仕
事
上
の

も
の
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
原

因
で
亡
く
な
ら
れ
た
労
働
者
の

ご
遺
族
の
方

●
補
償
内
容
　

①
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
療
養
補

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

償
給
付
や
休
業
補
償
給
付

※
過
去
の
療
養
や
休
業
に
つ
い
て

も
2
年
以
内
で
あ
れ
ば
請
求
で

き
ま
す
。

②
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

償
給
付
（
亡
く
な
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な

い
場
合
）
や
石
綿
救
済
法
に
基

づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
（
労
働

者
が
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
5
年
を
経
過
し
た
場
合
）

※
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限

は
3
月
27
日（
火
）ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
働
局

労
災
補
償
課
（
蕁
0
5
5
―

2

2
5
―

2
8
5
6
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

﨑  滿 黑 髙 ●

瀨 芳 髙 初

上上野野原原市市民民ププーールル祭祭りり開開催催
開催日：3月11日（日）午前9：30～

当当日日はは全全館館入入場場無無料料
各種プログラムも無料体験できます

問い合わせ 6633－－66007700

春春休休みみ短短期期水水泳泳教教室室募募集集中中
開催期間：3月28日（水）～ 4月2日（月）

開催時間：午後12：15～午後1：20

登録料：1,050円　（会員は無料）

会　費：6,300円　（送迎バス有）

ふふじじススポポーーツツククララブブ上上野野原原校校
問い合わせ 6633－－66222222

上
野
原
自
然
探
検
隊

隊
員
を
募
集
（
平
成
24
年
度
）

●
対
象
者

新
小
学
3
年
生
〜
新

小
学
6
年
生（
約
20
名
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

上
野
原

西
中
学
校
　
小
俣
和
弥
教
諭

●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

継
続
的
に
自
然
体
験
を
行
え
る

場
を
提
供
し
ま
す
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る

●
活
動
場
所
お
よ
び
期
間

上
野

原
市
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

平
成
24
年
4
月
か
ら
平
成
25
年

3
月
ま
で
の
1
年
間
を
と
お
し

て
活
動
し
ま
す
。（
主
に
月
1
回

土
曜
日
実
施
予
定
）

●
参
加
条
件

①
1
年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ
と

④
協
力
し
て
集
団
活
動
が
で
き
る

こ
と

⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合

場
所（
主
に
も
み
じ
ホ
ー
ル
）

ま
で
来
ら
れ
る
こ
と

●
参
加
費

年
間
1
万
2
千
円

●
申
込
期
限

3
月
22
日（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

第
41
回
信
玄
公
祭
り

市
内
パ
レ
ー
ド
の
お
知
ら
せ

●
日
時
・
場
所
　
4
月
7
日（
土
）

《
出
陣
式
》
午
前
10
時
〜
10
時
20

分
、
市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

《
パ
レ
ー
ド
》
午
前
10
時
20
分
〜

11
時
（
予
定
）
市
役
所
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ
か
ら
国
道
20
号
を
す

す
み
牛
倉
神
社
へ

※
当
日
は
、
鎧
姿
の
武
者
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
の
踊
り
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

「
税
を
考
え
る
」

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
金
賞
】

（
敬
称
略
）

▼
大
月
税
務
署
長
賞

加
藤
百
恵
（
上
野
原
西
中
）

▼
青
色
推
進
委
員
長
賞

山
　
多
恵
（
上
野
原
中
）

【
銀
賞
】

▼
上
野
原
市
商
工
会
会
長
賞

藤
本
茜
（
秋
山
中
）

▼
小
菅
村
商
工
会
会
長
賞

山
田
美
穂
（
上
野
原
中
）

▼
上
野
原
青
色
申
告
会
会
長
賞

中
村
夏
奈
子
（
上
野
原
中
）

▼
審
査
員
特
別
賞

白
石
麗
奈
（
上
野
原
中
）・
加
藤

結
希
（
上
野
原
中
）

【
銅
賞
】

村
田
彩
音
（
上
野
原
中
）・
吉
村

海
夕
子
（
上
野
原
中
）・
奈
良

彩
加（
上
野
原
中
）・
安
留
夕
貴

（
秋
山
中
）・
守
屋
美
紅（
上
野

原
西
中
）・
梶
原
崚
也（
島
田
中
）

※
金
・
銀
・
銅
賞
の
入
選
作
品
は
、

2
月
か
ら
大
月
税
務
署
1
階
ロ

ビ
ー
に
1
年
間
展
示
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
大
月

青
色
申
告
会
上
野
原
支
部

（
蕁
23
―

3
5
4
5
）

上
野
原
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
認
定
式

市
で
は
、「
上
野
原
市
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
設
置
要
綱
」

を
制
定
し
ガ
イ
ド
の
募
集
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
1
月
25
日
に
は
、

市
役
所
庁
議
室
で
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
ガ
イ
ド
認
定
式
を
行
い
、
次
の

13
名
の
方
が
ガ
イ
ド
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

【
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
認
定
者
】

・
東
山
洋
昭
（
上
野
原
地
区
）

・
佐
藤
　
（
上
野
原
地
区
）

・
小
山
忠
（
巌
地
区
）

・
酒
井
章
雄
（
上
野
原
地
区
）

・
井
田
史
朗
（
上
野
原
地
区
）

・
安
藤
清
（
巌
地
区
）

・
粟
沢
彰
（
上
野
原
地
区
）

・
舘
野
誠
（
上
野
原
地
区
）

・
小
俣
正
雄
（
上
野
原
地
区
）

・
田
端
邦
男
（
巌
地
区
）

・
木
村
正
和
（
上
野
原
地
区
）

・
清
水
昭
廣
（
上
野
原
地
区
）

・
高
橋
精
一
（
上
野
原
地
区
）

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

う
え
の
は
ら
少
年
少
女
合
唱

団
団
員
募
集

●
対
象
者
　
新
小
学
6
年
生
〜
新

中
学
3
年
生

●
指
導
者
　
金
谷
奈
津
絵
先
生

●
活
動
場
所
・
期
間
　
も
み
じ
ホ

ー
ル
3
階
会
議
室
5
・
6

毎
月
2
回
　
土
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午

●
申
込
期
限
　
3
月
22
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
―

3
4
0

9
）

《パレードルート図》
※片側交互通行
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

武田

後藤

桜井

※

※

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・進藤

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※ 大野（時間制限）

山本

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

松原

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

※1

戸島

館野

黒田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※

※　大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午

前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　3月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

輝輝けけ！！！！上上野野原原のの星星

第第2211回回
全全国国高高等等学学校校剣剣道道選選抜抜大大会会出出場場

1月28日、小瀬スポーツ公
園武道館で行われた第21回
全国高等学校剣道選抜大会山
梨県予選において、巌地区在
住で富士河口湖高校2年の大
澤裕也さんが、団体の部で優
勝を果たしました。大澤さん
は、3月27日・28日に愛知県
春日井市で行われる全国大会
の出場権を獲得しました。

《富士河口湖高校2年》
大澤裕也さん

秋秋のの叙叙勲勲
瑞瑞宝宝双双光光章章受受章章

《巌地区在住》
大澤峯蔵さん

巌地区在住の大澤峯蔵さ
んは、長年にわたり教育業
務に尽力されました。この
功績が認められ、瑞宝双光
章を受章されました。
受章にあたり「戦中戦後

にわたる教育ひとすじの道
でしたが、このたびの受章、
身に余る光栄です。ご支援
いただいた皆様に心から感
謝申し上げます」と話して
いました。

※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しはお問い合わせください（表は2月22日現在の予定です。）
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め
で
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や
み
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

NO.1

大
目
地
区

宮
原
隼
人
は
や
と（
修
）、佐
藤
礼
志
れ
い
じ（

貴
紀
）

巌
地
区

岡
部
智
香
と
も
か
（
聖
）

上
野
原
地
区

森
田
空
蒼
あ
お
い

（
晴
彦
）、
遠
藤
優
月
ゆ
づ
き

（
英
樹
）、
大
山
巡め
ぐ
る（
貴
史
）、
山
中

柚
希
ゆ
ず
き（
秀
人
）、
田
ら
ん
び（
義
巳
）

秋
山
地
区

原
田
亜
美
つ
ぐ
み
（
宙
）

大
目
地
区

渡
辺
浩
也
＝
河
内
紫

甲
東
地
区

尾
形
和
也
＝
網
野
由
美
子

巌
地
区

尾
形
佳
純
＝
網
野
絵
美

上
野
原
地
区

杉
本
修
次
＝
中
村
希

宮
本
親
敬
＝
山
下
い
づ
み

半
田
友
祐
＝
豊
田
陽
子

久
島
健
＝
佐
藤
秀
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

狂
犬
病
は
犬
だ
け
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
発
病
す
る
と
、
ほ

ぼ
100
％
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し

い
感
染
症
で
す
。
世
界
で
は
年
間

約
5
万
人
以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り

死
亡
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、

昭
和
29
年
を
最
後
に
死
亡
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外
交
流

が
活
発
化
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

狂
犬
病
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
犬
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
発
生
お

よ
び
蔓
延
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
人
へ
の
感
染
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
狂
犬
病
予
防
法
で

毎
年
1
回
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
1
回
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
4
月
か

ら
行
わ
れ
る
市
町
村
の
集
合
注

射
会
場
か
、
お
近
く
の
動
物
病

院
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

み
な
さ
ん
の
こ
こ
ろ
は

元
気
で
す
か
？

3
月
は
、「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」
で
す
。

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
く
サ
イ

ン
と
し
て
「
睡
眠
」
が
う
ま
く
と

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
や
家
族
、

友
人
、
同
僚
、
身
近
な
人
の
こ
こ

ろ
の
健
康
に
つ
い
て
気
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
眠
れ
て
る
？
」
で
す
。

ま
た
、
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ

の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

《
精
神
保
健
福
祉
相
談
》

●
電
話
相
談

平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
4
時

●
精
神
科
嘱
託
医
相
談

毎
月
第

2
・
4
水
曜
日
　
午
後
1
時
〜

4
時
（
要
予
約
）

※
医
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 石原 姫衣
め い

ちゃん（1歳3か月）
誠彦さんさつきさんの長女

“元気で笑顔がいいね。

未来の夢に向かって!! ”

棡原地区 加藤 利菜
り な

ちゃん（4歳1か月）

朔夜
さくや

くん　（3歳1か月）
浩司さん静恵さんの長女・長男

“一緒にいて毎日がとーっても楽しいです。

これからも楽しい思い出作ろうね。”

﨑  滿 黑 髙 ●
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■ 子 ど も 映 画 館
『ピーターパン』
◎日時　3月10日（土）
午前10時～11時
午後2時～3時

■ お は な し 会
『ペンギンのたまご

にいちゃん』ほか
◎日時　3月17日（土）
午後2時30分～
◎たんぽぽ会

■ リ ン デ ン ド ー ム
朗 読 館
『みかん』
芥川龍之介／作　ほか
◎日時　3月18日（日）
午後2時～
◎上野原朗読の会

■ 親 子 文 芸 講 座
『紙工作』ほか
◎日時　3月24日（土）
午後2時～3時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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大
目
地
区

安
藤
　
（
中
村
渉
）

甲
東
地
区

溝
呂
木
な
か
（
忠
男
）、
戸
田
和
子

（
博
昭
）

巌
地
区

木
村
政
子
（
信
男
）、
水
野
杉
子

（
武
）、
井
上
久
子
（
肇
）、
岡
本
　
子

（
和
洋
）、佐
々
木
春
子（
横
　
洋
子
）、

小
俣
い
せ
（

一
）

大
鶴
地
区

瀬
戸
政
治
（
正
生
）

島
田
地
区

平
本
彰（
茂
）、古
谷
達
子（
並
木
恵
）、

長
田
晴
江
（
保
）、
市
川
し
げ
子

（
武
士
）、
山
崎
孝
子
（
雅
利
）、
上
條

穎
子
（
治
男
）

上
野
原
地
区

安
藤
正
作
（

司
）、
石
井
貞
子

（
後
藤
武
雄
）、
長
田
孝
子
（
佳
夫
）

棡
原
地
区

加
藤
勘
次（

惠
）、坂
本
　
音（
博
）、

長
田
美
枝
（
昌
明
）、
坂
本
博
（
坂
本

絹
男
）

西
原
地
区

長
田
や
す
子
（
清
　
）

秋
山
地
区

加
藤
芳
子
（
宗
利
）

一

般

書

◇
『
所
轄
魂
』

笹
本
稜
平
／
著
　
徳
間
書
店

捜
査
本
部
に
着
任
し
た
キ
ャ

リ
ア
管
理
官
は
、
我
が
息
子
、

俊
史
だ
っ
た
・
・
・
。
二
十
六

歳
警
視
の
俊
史
と
犯
人
を
追
う

こ
と
に
な
っ
た
葛
木
の
所
轄
刑

事
の
意
地
を
懸
け
た
苦
闘
の

日
々
が
始
ま
る
。

◇
『
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ル
ー
ス
』

小
路
幸
也
／
著
　
実
業
之
日
本

社
北
千
住
の
洋
館
を
改
装
し
た

弓
島
珈
琲
。
こ
の
喫
茶
店
に
は
、

常
連
も
事
件
も
や
っ
て
く
る
。

店
主
の
弓
島
大
が
依
頼
さ
れ
た

中
学
生
の
少
女
捜
し
は
一
転
、

麻
薬
が
ら
み
の
騒
動
に
発
展
し

て
・
・
・
。

◇
『
信
長
私
記
』

花
村
萬
月
／
著
　
講
談
社

な
ぜ
父
親
の
葬
儀
に
遅
れ
た

の
か
。
な
ぜ
秀
吉
を
重
用
し
た

の
か
。
な
ぜ
、
弟
を
殺
し
た
の

か
。
な
ぜ
、
地
獄
を
も
恐
れ
な

か
っ
た
の
か
・
・
・
。

◇
『
東
京
暮
ら
し
江
戸
暮
ら
し
』

平
岩
弓
枝
／
著
　
講
談
社

振
り
返
れ
ば
半
世
紀
。
か
つ

て
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
作
家

た
ち
の
姿
は
な
い
が
、
筆
を
執

り
、
江
戸
に
思
い
を
は
せ
、
今

の
日
々
を
丹
念
に
暮
ら
す
。

児

童

書

◆
『
妖
怪
一
家
九
十
九
さ
ん
』

富
安
陽
子
／
作
　
山
村
浩
二
／

絵
　
理
論
社

◆
『
鷹
の
よ
う
に
帆
を
あ
げ
て
』

ま
は
ら
三
桃
／
著
　
講
談
社

◆
『
ウ
サ
ギ
の
ト
ト
の

た
か
ら
も
の
』

ヘ
ル
メ
・
ハ
イ
ネ
／
作
・
絵

は
た
さ
わ
ゆ
う
こ
／
訳
　
徳
間

書
店

絵

本

○
『
お
と
う
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
』

に
し
か
わ
お
さ
む
／
作
・
絵

ポ
プ
ラ
社

○
『
ひ
み
つ
の
お
か
し
だ

お
と
う
と
う
さ
ぎ
』

ヨ
ン
ナ
・
ビ
ョ
ル
ン
シ
ェ
ー

ナ
／
作
　
枇
谷
玲
子
／
訳
　
ク

レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

○
『
わ
が
ま
ま
く
ま
さ
ん
』

もっと、市立図書館の書籍を活用しまし
ょう。

図書館イベント情報

ね
じ
め
し
ょ
う
い
ち
／
作
　
高

畠
那
生
／
絵
　
そ
う
え
ん
社

○
『
と
し
ょ
か
ん
ね
ず
み
』

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
／
文
・
絵

わ
た
な
べ
て
つ
た
／
訳
　
瑞
雲

社
☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
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広
報

電
話
：
0554-62-311 1 （

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ai l ：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

2月7日、市議会議事堂で、上野原市長さんと語る
会が行われました。市内の小・中学校の代表者が各学
校で取り組んでいる活動内容や校舎の修繕といった教
育環境の整備などについて、江口市長に質問しました。
質問に対して市議会さながらの答弁が行われました。

その人らしさ　認め合おう

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

この写真は、2月19日、帝京科学大学敷地内から島田地区方面を撮影
したものです。表紙の中央には、特集記事についてのタイトルを配置しま
した。今回、特集記事をとりあげるにあたり県立こころの発達総合支援セ
ンターの本田所長や宮沢相談員からお話を伺いました。取材をとおして気
付いたことは、発達障害がある無いにかかわらず、お互いを思いやりその
人らしさを認め合うこころが、この社会には必要なのだと感じました。表
紙の写真のように、澄んだ空のような素直な気持ちで生きたいものです。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,222人　（－36）
男 ●13,104人 （－10）
女 ●13,118人 （－26）
世帯●9,952世帯 （－ 4）
平成24年2月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原市長さんと語る会
市では、もみじホール2階旧喫煙室を改修して、ベ

ビールームを設置しました。ベビールームには、おむ
つ交換台や授乳室が設置されていて、カーテンなどで
プライバシーにも配慮した設計となっています。授乳
中のお子さんを持つお母さんは、ご利用ください。

●ベビールームを設置しました

2月7日から9日間、西原地区内で、ベトナムから
の研修生10名が、農村コミュニティー開発の研修を
行いました。これは、ＪＩＣＡとＮＧＯの連携にＮＰＯ
さいはらが協力して行ったもので、互いの国の地域の
課題解決を一緒に考えることを目的に行われました。

●ベトナムから研修生が訪問
2月22日、島田地区田野入で新天神トンネル交通

安全祈願式が行われました。当日は、江口市長をはじ
め多くの関係者や地域のみなさんが列席するなか、関
係者が御神酒で清め、安全を祈願しました。式典終了
後は、正午から供用開始となりました。

●新天神トンネルの供用開始
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